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16世紀の驚き：日本にとっての
西洋との初めての出会い

The surprise of 16th century Japan’s 

first encounter with the West.
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講師

ポルトガルのイエズス会宣教師、ルイス・フロイスは、
16世紀後半の37年間の日本での経験を膨大な手稿に残した。
岐阜城や安土城への訪問、織田信長、豊臣秀吉、千利休ら
との対話についても報告している。
ランドスケープ研究者でルイス・フロイスに関する著作

を近年出版されたカステル＝ブランコ教授を招き、彼が日
本の庭園、都市、風景を西洋人の目でいかに観察し、その
特徴を表現したのか、比較文化研究の視点で論じてもらう。
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